
１１４ 大正時代 社会運動の勃興 
         (大正デモクラシー) 

大正時代のイメージ 

･明治時代以上に格差が大きな社会に 

 

 

･教育の普及、民衆の知識･教養の高まり 

 

 

1911 青鞜社 結成( 平塚らいてう ) 

 

 

 

1912 友愛会 結成( 鈴木文治 )  

 

 

1916 吉野作造 が 民本主義  を提唱 

 

 

1916 工場法施行  → 在華紡 進出  

 

1917 河上肇  が『貧乏物語』連載  

 

1918 東大新人会  

1918 黎明会    

1919 猶存社 結成(北一輝ら) 

 

 『日本改造法案大綱』(1923 北一輝) 

 

1920 新婦人協会 ( 市川房枝 、平塚らいてう)  

 

1920 戦後恐慌 始まる 

 

1920.5．1 最初の メーデー 開催 

 

 

1921 赤瀾会 結成( 山川菊枝 、伊藤野枝) 

 

 

1922 治安警察法第５条 改正   実現     

 

 

 

1922 日本労働総同盟  結成(鈴木文治) 

 

 

 

1922 全国水平社   結成(西光万吉) 

 

 

 

1922 日本農民組合  結成(賀川豊彦ら) 

 

 

 

 

1922 日本共産党   堺利彦、山川均) 

 

 

 

 

無政府主義( アナーキズム )運動 

  

 

1920 森戸事件  (原内閣) 

 

 

 

1924 婦選獲得期成同盟会  

 

 

 

 

 

 

 


